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上高地における山岳科学総合研究所のこれからの取り組み

山岳科学総合研究所長

鈴木 啓助

上高地・槍・穂高地域は、わが国が世界に誇る景勝地

のひとつで、変貌し続ける自然を目の当たりにすること

のできる特異な景観である。

山岳科学総合研究所では、再編当初の分野横断型研究

プロジェクトの策定にあたり、主要な研究対象地域とし

て上高地・槍・穂高地域を選定した。その理由は、自然

環境研究の重要性のみならず、その成立が古くから人々

の暮らしと関わっていること、さらには、年間１５０万人

もの観光客が訪れる地域であることから、自然科学、人

文科学、社会科学、さらには医学・健康科学などからも

明らかにすべき研究課題がたくさん詰まっているからで

ある。しかしながら、本地域は、生活の場であり有数の

観光地でもあることから、単に調査研究を行い学術論文

を書くことに留まる対象で無いことは明白である。当該

地域は国立公園特別保護地区に指定されているのみなら

ず、国の文化財（特別名勝・特別天然記念物）にも指定

されており、その貴重な自然の保全策を講じながらも適

正な利用のあり方を考える必要があり、研究成果の社会

への還元が常に求められている。

国立公園は、優れた自然の風景地を保護するととも

に、その利用の増進を図る、という相反することの調和

を求められている存在である。「保護」に重きを置く立

場と「利用」に重きを置く立場では、当然ながら意見は

大きく異なることになる。しかしながら、「保護」も

「利用」も対象は「優れた自然」であることから、議論

の原点は「自然」にあるのではないだろうか。そんな素

朴な疑問から上高地の自然のことを知ろうと思っても、

実は意外ときちんと調べられた形跡がないことに気付い

てしまう。本誌で連載中の上高地物語に見るような地形

地質の研究や、ケショウヤナギのこと、希少な昆虫のこ

と、サルのことなどの個別な優れた研究はなされている

が、保護すべき、そして利用できる「自然」とは何だろ

うかとの問に答えることは、現時点では不可能なのでは

ないだろうか。自然を調べることを生業としている我々

の責務は、先ず上高地の「自然」をきちんと解き明かす

ことである。

そこで、２００８年度から５年間実施される山岳科学総合

研究所と松本市による連携融合事業「上高地・槍・穂高

地域における自然環境の変動と保全・適正利用に関する

総合研究」においては、当初の３年間を目処に当該地域

の過去の成り立ちを明らかにし、その延長線上にある現

在の自然環境を精確に調査・分析していく。具体的な山

岳科学総合研究所としての主要な研究課題は、

①大正池西側において、２５０mに及ぶ学術ボーリング

を行い、上高地の地形発達史・火山活動史を読み解き、

上高地の優れた景観の基本構造が成立した過程を明らか

にする。また、珪藻分析や花粉分析を行い、梓川が現在

の流路となった約２６，０００年前以降の氷期、晩氷期、後氷

期を経て現在に至る環境変遷史を明らかにする。

②環境変動に対して敏感であると言われながらも、わ

が国の山岳地域は気象水文観測データの空白地帯であ

る。そこで、当該地域を含む中部山岳地域における気象

水文観測を継続的に実施することにより、山岳地域での

基本的な観測データを集積していく。また、水資源とし

ての雪の重要性を定量的に評価するとともに、温暖化の

ために高山域では降雪量が増加するか減少するかの科学

的検証のための知見の集積を行っていく。さらに、大気

環境指標としての雪を活用し、長距離輸送される汚染物

質の起源同定および沈着過程の解明を行う。

③高山・亜高山帯生態系は、多様な生物群集を維持し

ていながら、その生態諸過程は未だに不明である。当該

地域において草本から木本に至る植物、そして昆虫から

大型動物に至る生物群集の詳細調査を実施し、脆弱な生

態系の維持機構を解明する。

これらの課題を柱としながら、大気・水・地形・地

質・土壌・植物・動物などの複合体からなる「上高地の

自然」を解き明かし、優れた自然環境の保全・防災策の

策定を行うとともに適正な利用のあり方を探りたいと考

えている。

研究成果を随時、公開していくことは当然のことであ

るが、「保護」と「利用」について考えていく過程は、

市民や行政機関・関係団体との共同作業であると認識し

ている。そのために「上高地談話会」を定期的に開催

し、共に考えていく場としたい。そこでは、研究成果に

ついての話題提供や、行政機関・関係団体の方々の取り

組みについての紹介、市民の皆さんからの提言等も交え

て、「上高地」について語り合い、未来に引き継ぐため

の望ましい姿を考えていきたい。
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現在の梓川および古梓川の流路と遺伝子解析に用いたオビカゲ
ロウの産地。古梓川①は２３０－６４万年前の流路（現在の宮川水
系）、古梓川②は６４－２．６万年前の流路（現在の高原川水系）。赤
枠で囲んだオビカゲロウ集団の遺伝子型は極めてよく似る。

昆虫の遺伝子に刻み込まれている？ 上高地の成り立ち

山岳環境科学部門

東城 幸治

周囲に３，０００m超級の急峻な峰々を望みつつ、広々と

した谷底地形からなる上高地は、「嶮しさ」と共に「穏

やかさ」も景観に併せもつ。ニュースレター「上高地物

語」でも詳説されているように、この独特な景観の創出

には、貫流する梓川の歴史が深く関わっている。

信大に赴任した０４年春、大学院博士課程山岳科学専攻

の授業の一環として実施された合宿制のセミナーで、私

自身、焼岳－槍・穂高連峰の形成史や梓川の流路変遷の

話を初めて耳にした。また、槍・穂高連峰（約２００－１００

万年前の山体形成）が思いのほか若いこと、そして、焼

岳火山群の火山活動（２．６万年前）以前の梓川は、岐

阜・高山側へと流れ、神通川経由で富山湾へと注いでい

たこと（いわゆる河川争奪の歴史）にはたいへん驚かさ

れた。同時に、生物の系統進化学的な観点からの興味

や、新たな研究課題としての期待を感じ得た。

私の専門である生物系統進化学では、種の分化や系統

を様々な手法で解析することが課題の一つであり、遺伝

子組成の類似性に基づき系統を議論するような研究も行

ってきた。種分化研究でさえ、数十万、数百万年スケー

ルで起こる遺伝的変異に基づいた議論が多く、まして、

種よりも大きな属、科、目…の高次分類群の類縁関係の

議論においては、さらに永い時間スケールでの遺伝的変

異が対象となる。このような永い時間スケール用の遺伝

的「ものさし」で上高地の生物をみれば、遺伝子情報と

して刻み込まれ、受け継がれてきた、かつての「上高地

－高山」の繋がりが垣間みえないだろうか？ 東北に生

まれ、あちこち渡り歩いた後に５年目の松本生活を迎え

ている私自身、徐々に松本色に染まりつつはあるもの

の、体の何処かにはそれぞれの土地で培った魂が宿って

いるに違いない。どんなに小さな生きものでも、その系

統や歴史を背負って生きているものである。こんな発想

のもと、生物の細胞に刻まれた遺伝子情報からも上高地

の成り立ちが紐解けるのではないかと考えている。

では、多様な上高地の生物のうち、どの種群を研究の

対象とするか？ 実はこの選択が重要なのであるが、先

ずは河川争奪に関する課題であるので、水棲生物が適材

であろう。私のようにあちこちを転々と動くようなもの

よりも、腰を据えて留まるものの方が血筋を明らかにす

る上では扱いやすい。イワナは絶好の対象と言えるが、

放流などの人為的影響が大きすぎる。これらの観点か

ら、まず、定着性の強い源流棲昆虫

で、上高地をはじめ北アルプスの東

西両側に広域分布するオビカゲロウ

を対象とすることにした（左図）。

１８８５年に木祖村・薮原宿で新種記載

された昆虫で、信州の豊かな山岳渓

流を代表する種でもある。

上高地のほか、松本・安曇野・塩尻・上田・須坂など

の北ア東側、一方、高山・飛騨・富山・八尾などの北ア

西側からも本種を採取、遺伝子解析を進めてきた。

ミトコンドリア遺伝子（１６S rRNAと COI領域）解析

の結果、北アの東西麓では遺伝子組成がそれぞれ異な

り、変異の程度から、およそ数十万年間、遺伝的交流が

絶たれていることが示唆された。槍－穂高連峰の形成に

より、両麓の集団間の交流そのものが途絶え、互いに独

自の変異を積み重ねてきたことによるものであろう。そ

して上高地産オビカゲロウの遺伝子型は、平湯・国府・

上宝といった岐阜・高山側の古梓川流域にあたる集団の

遺伝子型に極めて近いことも分かってきた（下図）。

解析集団数や個体数が少ないことや、島々谷産の個体

も上高地－高山集団によく似た遺伝子型をもつなど、今

後もデータを蓄積しながら慎重に議論しなければならな

いが、山岳形成史（地質学）と生物系統（生物学）とが

うまく繋がった、魅力ある課題と言えるのではないか。

また、他の水生生物種に関しても、同じような視点か

ら追究してみることが重要であると考えている。
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＜昭和初期の上高地温泉ホテル＞
右の二階建物にウォルター・ウエストン氏も宿泊されました。
左奥の山は焼岳

上高地とともに生きてゆく

上高地町会長

青柳 薫

明治の中頃から、多くの人達が利権を求めて上高地に

入って来ました。明神池に嘉門次小屋が、中の瀬には上

高地牧場ができました。そして私の曽祖父の田中耕夫

は、上湯沢の「上口湯屋」跡の官有地拝借願を、同志７

名と共に木曽大林区に提出し、温泉敷地三反歩、開墾用

試作地一反歩を明治１９年（１８８６年）１０月に、年２０円の地

代で借受けました。

翌明治２０年８月に浴室一棟、板葺き平屋建て客室一棟

（間口七間半・奥行三間）と板葺き平屋建ての営業用什

器備品・開墾用具・測量用具一式を入れる倉庫一棟（間

口二間・奥行二間半）を建て「上高地温泉場」を開きま

した。客室の境は塞ぐか若しくは板戸で囲い、外部に面

したる所は障子又は明り窓という粗雑な建物でありまし

たが、浴室の排水は、土中に木樋を埋設して低地に排水

という条件で認可されていました。

開墾事業は、上高地渓谷の原始林を伐り開き、その後

に栗の種を蒔き、野生の小梨の木が沢山在るのをみて同

種類のリンゴの木を植えました。ところが、蒔いた栗は

何年経っても悉く野鳥の餌食となって稔らず、リンゴの

木も余り寒冷地のため育たず全て失敗に終わってしまい

ました。

明治２４年、２５年と続けて梓川が大雨で氾濫し、家屋お

よび耕作地が大被害を受け、遂に個人での開発をあきら

め、明治２７年上高地開墾結社「上高地温泉同盟」を設立

し、開墾と温泉宿の経営に力を入れた後、田中耕夫の次

男で医師の青柳尭治郎が父の遺志を継ぎ、明治３７年１月

８日、徳本峠から上高地の間の道路を作る条件で資本金

２万円の「上高地温泉株式会社」を設立し、社長とな

り、安曇村島々で宿屋を営んでいた加藤惣吉氏を支配人

として送り込み、温泉宿の経営に専念しました。加藤惣

吉氏の死後、昭和４年以来直営に戻し、株式会社上高地

温泉ホテルとして、平成１６年「株式会社創立１００周年」

を迎えました。

上高地が、「上高地を美しくする会」を全国に先駆

け、昭和３８年６月に作りました。先代たちの“美しい自

然を守ること、それは美しい自然の中に住む私たちの義

務である。”を合言葉に、環境と共生した持続可能な観

光地づくりも、自然公園財団上高地支部、上高地パーク

ボランティアの人たち、企業のボランティア活動による

献身的な活動・協力に支えられています。これも上高地

を訪れる人達のモラルや質の高さが上高地の自然や美し

さを保つひとつの要素ではないかと思います。

「上高地を美しくする会」の主な活動は隔週水曜日を

一斉清掃日と定め、公衆トイレの清掃、施設の周辺のゴ

ミ拾いに力を注ぎ、「ゴミ持ち帰り運動・ゴミポイ捨て

禁止運動」等観光客への啓蒙活動に力を入れ、環境美化

の実践と啓蒙に力を注ぎ、現在に至っています。

私たちの先代達はここ上高地で自然と共生し営々と生

活を営み続けてきました。そして我々の親達は「上高地

を美しくする会」を設立しました。私達は、自然を大切

に守り育てながら、子供等に「上高地の自然と共生」を

伝えていきたいと思います。
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上高地地域における松本市の施策について

松本市安曇支所長

赤� 三郎

平成１７年４月、旧安曇村は松本市に合併、これにより

松本市は他の周辺３村も加え９０３�と、県下で最大の面

積を持つ市となった。東は美ヶ原で上田市に接し、西は

野麦峠から乗鞍岳そして槍ヶ岳までの稜線をもって高山

市に接している。

松本市は三ガク都（学都、楽都、岳都）として PRを

してきたが、これまでは、遠くにアルプス連山を望む

「風景の中の岳都・松本」であったものが、直接利用や

管理の対象となったことに大きな意義がある。まさに岳

都としての重みが増し、保護と利用といった相克する難

しい課題の中で、永続的でバランスの取れた優れた山岳

観光モデルを構築しなければならない。

上高地は、言わば急峻な壁のような、山稜に囲まれた

山岳盆地であり、いつ人的災害に見舞われてもおかしく

はない。岩場や狭い稜線などでは、登山者などの自覚と

自己責任が何より重要であり、このことの啓発も大切で

はあるが、豪雨などの自然災害は、自己管理だけではど

うしようもない局面もある。

過去にも豪雨災害による土石流や土砂崩れ、また、梓

川本流の増水により登山者や観光客が足止め、また人命

の危険性が高まったことが度々あった。幸い、その都度

地元町会や上高地警備隊の尽力もあり、大きな事故も無

く切り抜けてきたが、こうした非常時の危機管理体制の

確立は大きな課題だと考えている。

そのためには、情報の収集、現状の把握、適切な対応

が重要であり、かつ、快適で安心・安全な観光地を目指

し、遊歩道や登山道の整備、また必要な防災事業をそれ

ぞれ関係機関の責務として、実施していかなければなら

ない。さまざまな懸案事項を検討し解決の方策を探るた

め、行政機関連絡会議が設置され大きな前進を見た。

上高地は一部を除きそのほとんどが林野庁所管地であ

り、集団施設地区また、徳沢の一部は環境省、梓川本流

は長野県又は国土交通省が管理している。従って松本市

が直接実施できる事業は限られてはいるが、２０年度に環

境保全と利用者の安心・安全に資するため、明神・徳沢

地区に商用電源を敷設する。

上高地のキャパとは一体どのくらいなのだろうか？

いわゆる上高地盆地また、その周辺の山稜部を含め、ど

のくらいの入山者が適当なのか、大変難しい数字ではあ

るが、トイレや避難施設などパブリック施設などの整備

に際しても適正な利用者数を想定する必要があるのでは

ないかと感じている。

平成１０年の安房トンネル供用開始以降は、それまで独

占的だった長野県側からの入り込みが少しずつ岐阜県側

にシフトしている。主に観光バスにおいては岐阜県側か

らの入り込みが増加傾向にある。松本市の上高地といっ

た自認の中で、沢渡の再整備は急務と思っているので、

平成２０年度より関係機関のご協力をいただきながら、ま

さに上高地の玄関にふさわしい抜本的な対策を講ずるべ

く、目下鋭意検討をさせていただいている。国道１５８号

の改良も大きな課題である。

「国立・国定公園の指定及び管理運営に関する検討

会」が昨年３月出した提言に「利用者あっての国立公園

であり、利用者が訪れ、国立公園としての適切なサービ

スを享受してこそ国立公園が地域にとって重要な存在で

あり得ることを十分認識して、地域振興にも配慮した適

切な利用の推進を図るべき」とある。私はこの文言に多

くの重要な意味があると思っている。まさに上高地の歴

史は、林業や牧畜・養魚・狩猟といった人々の生業の歴

史でもある。自然環境と人との共生があって今日の上高

地があるといっても過言ではない。

上高地を含む中部山岳国立公園は、指定から今年で米

寿を迎える。これからも多くの人々にすばらしい風景を

楽しんでいただけるよう、未来永劫に、類まれな、自然

景観を維持・継続していくよう皆で努力していかなけれ

ばならない。

目先の利害追求に陥らずに、自然と人との良好なバラ

ンスを保ちつつ、名実ともに、わが国を代表する山岳観

光地とすべく、関係する人々、また機関が今まで以上に

一体となって取り組んでいく必要がある。

���������������������������������「上高地談話会（第１回）」特集
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図 槍穂高カルデラ火山の破局的巨大噴火（東西断面）

上高地物語
―その６「奥清水橋の岩盤が秘めた、知られざる過去」

山岳環境科学部門

原山 智

河童橋からビジターセンターの横を抜けて北東に進む

と、小梨平キャンプ場を過ぎたあたりで右から来る道を

合わせ、先は幅３m程の遊歩道になる。この道を５０m
程進んで左に曲がり木橋（奥清水橋）をわたる地点にあ

るのが、問題の岩盤である。河童橋から来て、歩道脇に

比高２０m近い岩盤が露出している地点は、ここが初め
てであろう。上高地通には風穴の場所として知られてお

り、真夏の暑い時期にはひんやりとした冷気が岩盤の隙

間を満たしている。

この岩盤を一見して、岩石名なり、でき方なりを即座

に答えられる人は極めて少ないであろう。鑑定の難しい

石である。できるだけ厳密に岩石名をつけるとすると、

デイサイト質溶結凝灰岩（熱変成）ということになるだ

ろうか。暗緑灰色で長石結晶を多数含んでいるが、注意

深く探すと石質岩片など火山灰起源である証拠を見つけ

ることができる。

鑑定が難しいことも災いし、この岩盤の秘めた壮大な

物語は、専門家にも気づかれずに長い年月を経てきた。

天然記念物指定（昭和４年３月）に先立ち行われた内務

省による調査（昭和２年）では、中井博士によりケショ

ウヤナギが発見された。この時地形・地質調査も高名な

学者によって行われたが、「上高地は地質学的興味は必

ずしも多くないが然し名勝地である」と報告書に述べら

れている。当時の知識では、この岩盤は角閃ひん岩と判

断され、地下の割れ目を満たしたマグマが固結したもの

と解釈された。要するに全ては地下深くで生じた現象で

あって、取り立てて興味をひく存在ではなかったという

ことなのである。

転機は平成年間になって訪れた。５万分の１地質図幅

「上高地」（工業技術院地質調査所）の発行された１９９０

年には、上高地から穂高連峰を経て槍ヶ岳北鎌尾根に至

る広い範囲が凝灰岩を主体とする火山岩から構成されて

いることが明らかにされた。かつて、この地には巨大な

火山体が存在したことを示す証拠である。その直後に発

見された世界一若い滝谷花崗閃緑岩の成果と併せると、

上高地から槍穂高連峰では次のような出来事が生じてい

たのである。

１７５万年前の昔、槍穂高地域には巨大なカルデラ火山

（槍－穂高火山）があり、破局的な巨大噴火により、７００

km３を越える膨大な量の火山灰を噴きだした（下図）。
火山灰は高温火砕流として、飛騨高山一帯からから松本

盆地まで、約３０００km２の土地をおおい尽くした。もちろ
ん、当時そこにいた生物は全滅である。

一方で、空高く舞い上がった火山灰は、上空の気流で

遠方に運ばれ、いったん地表に降下した火山灰も河川の

洪水流によってさらに下流域へと流されていった。こう

して運ばれた火山灰は、西が淡路島まで、北は新潟県

下、東は房総半島で発見されている。

カルデラ火山では、噴火と同時に火山体中央部が１５００

m以上にわたって陥没し、その凹地をほとんど火山灰
が埋め立てていった。高温の火山灰が厚く堆積すると、

熱と自重により火山灰中のガラス成分が溶接され、緻密

な凝灰岩を形成する。こうしてできた凝灰岩を溶結凝灰

岩と呼んでいる。

この溶結凝灰岩は、１４０万年前にマグマとして上昇し

てきた滝谷花崗閃緑岩により、熱変成作用も受けてい

る。このため、凝灰岩中に含まれていた有色鉱物（輝

石）は黒雲母と角閃石の集合体に再結晶し、ガラスだっ

た部分も再結晶して微細な黒雲母を生じている。この露

頭の岩石が黒ぽい色調を示すのは、こうした微細な再結

晶鉱物によるものである。
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２００８年度「信州フィールド科学賞」募集のお知らせ

１．賞の趣旨
信州大学山岳科学総合研究所は、山岳科学研究のセンターとなることを目指して設立されました。山岳科学研究はフ

ィールド・ワークが基本です。多くの若手研究者が「山」のフィールド・ワークに参画する契機となり、フィールド・
ワークをやり遂げた達成感を味わうことが出来るようにとの願いを込め、さらには高校生・大学生の山岳地域における
調査・研究を奨励することから、「信州フィールド科学賞」および「信州フィールド科学奨励賞」を創設しました。

２．募集対象
・「信州フィールド科学賞」
山岳地域におけるフィールド・ワークを基本として研究している若手研究者（２００８年度末で３５才以下）を対象としま
す。研究対象や分野は問いません。

・「信州フィールド科学奨励賞」
Ⅰ種：山岳地域においてグループで調査活動を行っている高校生を対象とします。
Ⅱ種：山岳地域のフィールド・ワークに基づいてまとめられた大学等の卒業論文（過去３年間に提出されたもの）を

対象とします。

３．受賞
・「信州フィールド科学賞」：受賞者は毎年度１名とします。信州大学山岳科学
総合研究所長名の賞状および副賞２０万円を贈呈します。

・「信州フィールド科学奨励賞」：受賞者は毎年度Ⅰ種：１グループ、Ⅱ種：１
名とします。それぞれに、信州大学山岳科学総合研究所長名の賞状および副賞
１０万円を贈呈します。
・これまでの受賞者および選考理由等は、山岳科学総合研究所のWebサイト
「http : //ims.shinshu-u.ac.jp/」をご覧下さい。

４．募集期間 ２００８年４月１日～７月３１日

５．応募方法
応募の書式は山岳科学総合研究所のWebサイト「http : //ims.shinshu-u.ac.jp/」からダウンロードしてください。

・「信州フィールド科学賞」
自薦を基本とし、応募の際に必要とする書類は、山岳地域におけるフィールド・ワークの実績・今後の展開と「山岳
科学」での研究の位置づけなどを２０００字程度（A４用紙で２枚以内）にまとめた調書、研究業績調書（口頭発表を含
む）及び論文等の別刷です。

・「信州フィールド科学奨励賞」
Ⅰ種（高校生）：応募の際に必要とする書類は、活動実績を示す調書、調査活動によって得られた成果をまとめたも
の及び所属高校長の推薦書です。

Ⅱ種（卒業論文）：応募の際に必要とする書類は、山岳地域におけるフィールド・ワークの実績と卒業論文の要旨を
２０００字程度（A４用紙で２枚以内）にまとめた調書、卒業論文のコピー及び指導教員による推薦書です。

６．選考方法
応募者のなかから受賞候補者を選考委員会が選考し、山岳科学総合研究所運営委員会の議を経て、山岳科学総合研究

所長が受賞者を決定します。

７．授賞式
授賞式は２００８年１１月８日（土）に松本市で行い、受賞者の講演及び受賞者の研

究分野に関連する内容のシンポジウムを併せて実施します。

８．応募書類の送付先および問い合わせ先
応募書類は以下に郵送または持参するとともに、電子ファイルとなっている調

書等についてはメールへの添付書類でもお送り下さい。郵送の場合は、２００８年７
月３１日必着でお願いします。

信州大学山岳科学総合研究所運営支援チーム
〒３９０―８６２１ 松本市旭３―１―１
電話：０２６３―３７―２４３２ FAX：０２６３―３７―２４３８ e−mail：suims@shinshu-u.ac.jp

若手研究者・高校生の皆様の多数の応募をお待ちしております。

２００７年度受賞者 森 章さん

受賞者の講演及びシンポジウム
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山地水環境教育研究センター（山地水域環境保全学部門）ニュース
－諏訪湖で進む研究プロジェクト－

諏訪湖はかつてアオコが大発生し、ひどく汚れた湖として全国的に有名になった。そこで、官民を挙げての水質浄化

の取り組みが始められた結果、１９９９年に突然アオコが激減し、全国の湖に先駆けて顕著に水質浄化が進み始めた。しか

し、環境問題というのは複雑な要素を含んでいるため、解決は簡単ではない。水質浄化は生態系を変えることになり、

それに伴い様々な問題が生じている。例えば、迷惑水草ヒシの繁茂、ワカサギの漁獲量の減少などである。なぜこのよ

うなことが起きたのか。その変化が人間生活にどの様な影響を与えるのか。その過程とメカニズムを明らかにすること

が、環境保全を進める上で必要となる。そこで、山地水域環境保全学部門の教員が中心となり、研究プロジェクト「水

質浄化対策が引き起こす富栄養湖の生態系構造の変化とそのメカニズムの解明（平成１７～２０年度科研費基盤研究A）」

を立ち上げ、研究を進めている。この成果は、諏訪湖に遅れて水質浄化が進み始めると思われる多くの湖における水環

境保全を考える際に、新しい視点、貴重な示唆を提示することになるだろう。

山地水域環境保全学部門 花里 孝幸

「研究集会：変動する山岳自然環境」・「山岳科学総合研究所２００７年度研究成果発表会」報告

３月２日（日）に山岳科学総合研究所と上高地自然史研究会との共催で「研究集会：変動する山岳自然環境」が開催

されました。第一部の日本地すべり学会若手ワークショップでは、大学院生を中心とした若手研究者の研究発表が行わ

れました。第二部の上高地自然史研究会第２７回研究集会－２００７年度研究成果報告会－では、上高地研究に携わる先生方

の研究報告が行われました。

また、３月８日（土）、９日（日）に「山岳科学総合研究所２００７年度研究成果発表会」が開催され、山岳科学総合研

究所の各部門に所属する先生からの研究報告がありました。地質、気象、動植物、歴史、建築、景観など様々な分野か

らの研究報告がなされ、山岳環境の奥深さを感じることのできる大変有意義な研究発表会となりました。

表紙の絵：大天井（常念山頂から）
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